
Farmily
住まいと面倒をみる畑を遠くに配置することで、居住者の交わりを増やす

Diagram

スラブを段状に積み上げることで、より効率的に野菜が育つ。と同時に座っ

たりもたれかかったり様々なアクティビティを生みだす。

段状に積み上げてさらに上げることで、水平方向＋垂直方向の人の動き・繋

がりが多様になる

Concept…野菜、人間関係が育まれる“段々”屋根
　身近なところでの直接的な出会いや交流・会話に代わり、時間や距離を超えた様々なデ

ジタルツールによる間接的な人付き合いが多くなった。

　また近隣住民の関係性においても、心配や思いやりの見守り合い社会からご近所同士が

お互いに見張りあう監視社会になった。

　本来の人との直接的な交流はあらゆる可能性に富んでいるはずである。

　そこで、人間関係の媒介者となっている S N S に代わるものとして、人間の生活領域に

農業空間を取り入れる。丹精に行う農作業を通して、時間や感情、経験を共有することで、

互いに共同体・帰属意識を持つことができる。

住戸
共用部 住戸

個人で農具を所有せず、農具も住人同士でシェアするこ

とで繋がりを深める。

半プライベート空間となっている野菜階からは、住人

が育てる畑の様子が見ることが出来る。

段々屋根の下の開けた空間は大通りの通行人を引き込

む。

マルシェから見た畑の風景。買い物しながらその生産過程を知ることが出来る。

マルシェ一階部分は周辺住民に開放されたスペース。

日曜には朝市が催されたりキッチンカーがやってきたりする。

自分の畑の隣に住む住人とおしゃべり。トマトの育て方

について情報交換も。

ヴォイドを空けることで段々屋根の下に光を取り入れる。

デッキは一段につき一つ敷かれており、通っていけば

上から下まで横断することが出来る。

住人用のキッチンダイニングでは育てた野菜を使って料理が作られる。時には一緒に食べたりすることもある。

自分の畑を通して他の住人と話すきっかけが生まれるだけでなく、野菜や花といったモノの交流も生まれる。

Section…植物と人間の生活行為における陰と陽

野菜には直接日光を好む陽性植物、日影を好む陰性植物、

それらの中間の半陰性植物がある。

そして人間の生活行為にも陰と陽がある。

段々屋根の上を陽性空間、下を陰性空間とみなし植物と

人間双方に寄り添った場を作る。

人間の生活行為、空間 植物

陽性

半陰性

陰性

ダイニング、リビング、物

干し場

書斎、物置

ベッドルーム、トイレ、シ

アタールーム

きゅうり、トマト、ナス、ピー

マン、しし唐、オクラ、に

んじん、キャベツ、そら豆

ジャガイモ、レタス、バジル、

ゴーヤ、生姜、ブルーベリー

サラダ菜、ルッコラ、ラ

ディッシュ、春菊、水菜
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